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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

回収率
76

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２１ 年 ８月 分 ）

建　　　設 14
18
29

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

67.4%43
22 15 68.2%

71.0%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２１年８月１９日　～　８月２４日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
107
19

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１０７事業所及び組合にヒアリング

50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

23
73.7%
78.3%

回答数

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
３月 ▲ 68.4 ▲ 78.5 ▲ 73.3 ▲ 60.0 ▲ 70.5
４月 ▲ 64.3 ▲ 68.7 ▲ 66.6 ▲ 59.2 ▲ 66.6
５月 ▲ 59.7 ▲ 66.6 ▲ 58.8 ▲ 58.6 ▲ 56.2
６月 ▲ 53.9 ▲ 53.3 ▲ 47.0 ▲ 64.5 ▲ 38.4
７月 ▲ 61.6 ▲ 64.7 ▲ 62.5 ▲ 62.9 ▲ 53.8
８月 ▲ 53.9 ▲ 57.1 ▲ 50.0 ▲ 62.0 ▲ 40.0

見通し ▲ 34.2 ▲ 50.0 ▲ 22.2 ▲ 37.9 ▲ 26.6

【平成２１年８月の調査結果のポイント】

8月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲53.9(前月水準▲61.6)となり、マイナス幅が
△7.7ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、すべての業種においてマイナス幅が縮小しており、幅の大きい順に、
サービス業▲40.0(同▲53.8)、製造業▲50.0(同▲62.5)、建設業▲57.1(同▲64.7)、卸小売業▲62.0(同▲
62.9)である。

【建設業】では、「公共工事の件数が少ない」（一般土木建築工事業）、「8月が当社の決算月で、なんとか赤字決算だけは避け
たいところ。衆議院の総選挙により、経済状況の変化があるのか、注目しているところです」（管工事業）などのコメントが寄せ
られた。

○

≪業況DIは若干回復　依然として購買意欲の低迷があり≫

◎売上不振

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【製造業】では、「一部に売上の下げ止まりが見られるが、先が全く見通せない」（ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴム製品製
造業）、「ユーザーにより若干の増加はあるが、メインのユーザーでの減少が厳しい」（その他の鉄鋼業）、「9月より昇降機基
準法改正により大手メーカーに有利になったため、中小企業への申請認定の遅れ、対応の遅れ等により、新規受注が制限さ
れ、八中に影響大。中小企業同業５３社で組合を組織し対応中」（一般産業用機械設備製造業）などの声が上がってきた。

【サービス業】からは、「車でも来客数が減少している。予約客が中心でフリー客が減っている。ファミリー動向が多い時期なの
で、女性客が減少している」（食堂・レストラン）、「宴会等予約のお客様が無い時に従業員の出勤を控えさせたが、当日急きょ
予約が入り、困ったことが今月はあった。宴会客単価は下がってしまっている。売り上げは下げ止まり、回復傾向にあるので、
次月に期待したい」（酒場・ビヤホール）などのコメントがあった。

各業種から、「タスポ効果も6月までで前月より対前年同月比で売上減少。ただし客数は減っていない。商品価格値下げの影
響が出ている」（その他の各種商品小売業）、「冷夏の影響を受けた衣料品が伸び悩んだことから、売上高は前年を下回る推
移となった」（各種商品小売業）、「売上については単価減の影響から低調が続く。経費の見直しを続行し、利益確保を図る」
（ホテル）

主に建設業・工業から、「今夏の中元期を経て、大きな消費力を持っていた「団塊世代」の変化を痛感した。現役であった頃か
ら比べると、中元ギフトの件数が激減しているように思われ、当然と言えば当然だが、特に目立っていたように思う。逆にその
分を家族や自分たちの楽しみに使うという方向に行っているのではないか。景況の悪さにより消費はより内向きになっている
と痛感する」（百貨店 ）、「今年の夏は日照不足に伴い、主要野菜の入荷減単価高となっている。果実は総体的には入荷平年
並みだが、単価安の動きで取引。盛夏と違い、食物の選択に異変があり、景気低迷と合わせて、消費者の購買意欲もまだま
だ低迷を続いており、また新型インフルエンザが心配される中、食にも気を使いながら、少量の満足感で動いている感がある」
（食料・飲料卸売業）、「販売価格の下落、来街者の減少、消費者の買い控え、さらには天候不順に見舞われ、売上不振であ
る」（その他の各種商品小売業）、「個人の消費額が減少し、客単価が下がっている。（10%程度）」（公衆浴場業）などの声が多
く上が ていた

【卸小売業】では、「新型インフルエンザの罹患急増が心配です」（各種食料品小売業）、「訪問販売の影響で市況の乱れはす
さまじいが、昨年の天井知らずの値上がりを思えば、薄利ではあるが精神的には落ち着ける。頑張らなくては」（燃料小売
業）、「夏休み1000円高速代の影響か、遠出する人が増えて客数が落ちた」（書籍・文房具小売業）などのコメントが寄せられ
た。

各業種から、「公共工事については、前倒しで出ているが、小規模工事が多い。民間工事は景気が悪いため、どこの企業も設
備投資を控えており、ほとんど無い。衆議院選挙の結果で政権交代がされた場合、今後の公共事業について、減少されるか
が不安である」（土木工事業）、「設備投資の動きは出てきたが、相変わらず低価格で抑えられている。必要最低限の設備でし
のいでいる状態」（電気工事業）、「増産のための設備投資を行う様子は同業者からも聞こえてこない。コスト要求が厳しい状
況での受注になっており、生き延びるためのぎりぎりの状態が続いている。多くの関係業者も、継続して雇用調整助成金を利
用」（その他の機械・同部分品製造業）、「生コンクリートのJIS改正が来年4月に有り、多額の設備投資が必要になる見込み。
収益が悪化しているときに追い打ちをかけられる状況。このことを契機に全国的に廃業の動きが見られる」（生コンクリート製
造業）などのコメントがあった。

◎購買意欲低迷

◎設備投資
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平成21年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月～11月 8月～10月 )

全　産　業 ▲ 68.4 ▲ 64.3 ▲ 59.7 ▲ 53.9 ▲ 61.6 ▲ 53.9 ▲ 34.2 ( ▲ 36.9 )

建　　　 設 ▲ 78.5 ▲ 68.7 ▲ 66.6 ▲ 53.3 ▲ 64.7 ▲ 57.1 ▲ 50.0 ( ▲ 35.2 )

製　　　 造 ▲ 73.3 ▲ 66.6 ▲ 58.8 ▲ 47.0 ▲ 62.5 ▲ 50.0 ▲ 22.2 ( ▲ 18.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 60.0 ▲ 59.2 ▲ 58.6 ▲ 64.5 ▲ 62.9 ▲ 62.0 ▲ 37.9 ( ▲ 44.4 )

サ ー ビ ス ▲ 70.5 ▲ 66.6 ▲ 56.2 ▲ 38.4 ▲ 53.8 ▲ 40.0 ▲ 26.6 ( ▲ 46.1 )

○

○

先行き見通し

8月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲53.9(前月水準▲61.6)となり、マイナ
ス幅が△7.7ポイント縮小した。

【平成２１年８月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（9月から11月）の先行き見通しについては、全産業では、▲34.2（前月水準▲36.9）とな
り、マイナス幅が△2.7ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲26.6(同▲46.1)、卸小売業▲37.9(同▲44.4)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、
幅の大きい順に、建設業▲50.0(同▲35.2)、製造業▲22.2(同▲18.7)である。

業種別では、前月水準と比べて、すべての業種においてマイナス幅が縮小しており、幅の大きい順
に、サービス業▲40.0(同▲53.8)、製造業▲50.0(同▲62.5)、建設業▲57.1(同▲64.7)、卸小売業▲
62.0(同▲62.9)である。

平成２１年８月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２１年８月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２１年８月の業況

８月
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平成21年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月～11月 ( 8月～10月 )

全　産　業 ▲ 56.5 ▲ 49.3 ▲ 51.9 ▲ 46.0 ▲ 56.1 ▲ 64.4 ▲ 23.6 ( ▲ 26.0 )

建　　　 設 ▲ 57.1 ▲ 56.2 ▲ 66.6 ▲ 53.3 ▲ 64.7 ▲ 78.5 ▲ 57.1 ( ▲ 23.5 )

製　　　 造 ▲ 80.0 ▲ 40.0 ▲ 52.9 ▲ 52.9 ▲ 50.0 ▲ 72.2 ▲ 22.2 ( ▲ 31.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 53.3 ▲ 44.4 ▲ 51.7 ▲ 45.1 ▲ 59.2 ▲ 51.7 ▲ 6.8 ( ▲ 25.9 )

サ ー ビ ス ▲ 41.1 ▲ 60.0 ▲ 37.5 ▲ 30.7 ▲ 46.1 ▲ 66.6 ▲ 26.6 ( ▲ 23.0 )

○

○

【平成２１年８月の売上についての状況】

8月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲64.4(前月水準▲56.1)となり、マイナ
ス幅が▲8.3ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲51.7(同▲59.2)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲72.2(同▲50.0)、サービス業▲
66.6(同▲46.1)、建設業▲78.5(同▲64.7)であり、特に、製造業はマイナス幅が▲22.2ポイント、サー
ビス業はマイナス幅が▲20.5ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（9月から11月）の先行き見通しについては、全産業では、▲23.6（前月水準▲26.0）とな
り、マイナス幅が△2.4ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲6.8(同▲25.9)、製造業▲22.2(同▲31.2)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅
の大きい順に、建設業▲57.1(同▲23.5)、サービス業▲26.6(同▲23.0)であり、特に、建設業はマイ
ナス幅が▲33.6ポイントと大幅に拡大する見通しである。

　　平成２１年８月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２１年8月の売上

８月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２１年8月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２１年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月～11月 ( 8月～10月 )

全　産　業 ▲ 63.1 ▲ 57.5 ▲ 62.3 ▲ 48.6 ▲ 63.0 ▲ 55.2 ▲ 32.8 ( ▲ 41.0 )

建　　　 設 ▲ 85.7 ▲ 87.5 ▲ 80.0 ▲ 46.6 ▲ 88.2 ▲ 78.5 ▲ 57.1 ( ▲ 52.9 )

製　　　 造 ▲ 73.3 ▲ 53.3 ▲ 70.5 ▲ 58.8 ▲ 62.5 ▲ 72.2 ▲ 22.2 ( ▲ 31.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 50.0 ▲ 44.4 ▲ 55.1 ▲ 48.3 ▲ 59.2 ▲ 34.4 ▲ 27.5 ( ▲ 48.1 )

サ ー ビ ス ▲ 58.8 ▲ 53.3 ▲ 50.0 ▲ 38.4 ▲ 38.4 ▲ 53.3 ▲ 33.3 ( ▲ 23.0 )

向こう３ヶ月（9月から11月）の先行き見通しについては、全産業では、▲32.8（前月水準▲41.0）とな
り、マイナス幅が△8.2ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲27.5(同▲48.1)、製造業▲22.2(同▲31.2)であり、特に、卸小売業はマイナス幅が△20.6ポイ
ントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、
サービス業▲33.3(同▲23.0)、建設業▲57.1(同▲52.9)である。

○

先行き見通し

　　平成２１年8月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

8月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲55.2(前月水準▲63.0)となり、マイナ
ス幅が△7.8ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲
34.4(同▲59.2)、建設業▲78.5(同▲88.2)であり、特に、卸小売業はマイナス幅が△24.8ポイントと大
幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲53.3(同▲38.4)、製造
業▲72.2(同▲62.5)である。

【平成２１年8月の採算についての状況】

○

▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２１年8月の採算

８月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２１年8月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２１年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月～11月 ( 8月～10月 )

全　産　業 ▲ 2.6 ▲ 13.6 ▲ 2.5 ▲ 6.5 ▲ 4.1 ▲ 6.5 ▲ 15.7 ( ▲ 10.9 )

建　　　 設 ▲ 35.7 ▲ 25.0 ▲ 20.0 ±0.0 ±0.0 △ 7.1 ▲ 7.1 ( ▲ 11.7 )

製　　　 造 ±0.0 △ 6.6 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ▲ 6.2 ▲ 22.2 ▲ 11.1 ( ▲ 6.2 )

卸 ・ 小売 △ 20.0 ±0.0 △ 24.1 ▲ 3.2 △ 7.4 △ 10.3 ▲ 17.2 ( ±0.0 )

サ ー ビ ス ▲ 17.6 ▲ 46.6 ▲ 25.0 ▲ 23.0 ▲ 30.7 ▲ 33.3 ▲ 26.6 ( ▲ 38.4 )

　　平成２１年８月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

8月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲6.5(前月水準▲4.1）となり、マイナス
幅が▲2.4ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業△7.1(同±
0.0)、卸小売業△10.3(同△7.4)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲
22.2(同▲6.2)、サービス業▲33.3(同▲30.7)である。

向こう３ヶ月（9月から11月）の先行き見通しについては、全産業では、▲15.7（前月水準▲10.9）とな
り、マイナス幅が▲4.8ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲26.6(同▲38.4)、建設業▲7.1(同▲11.7)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅
の大きい順に、卸小売業▲17.2(同±0.0)、製造業▲11.1(同▲6.2)であり、特に、サービス業はマイ
ナス幅が▲17.2ポイントと大幅に拡大する見通しである。

○

○

先行き見通し

【平成２１年８月の仕入単価についての状況】
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平成２１年8月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２１年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月～11月 ( 8月～10月 )

全　産　業 ▲ 7.8 ▲ 8.2 ▲ 14.2 ▲ 15.7 ▲ 13.6 ▲ 10.5 ▲ 10.5 ( ▲ 16.4 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 6.2 ▲ 6.6 ▲ 20.0 ▲ 11.7 ▲ 14.2 ▲ 7.1 ( ▲ 17.6 )

製　　　 造 ▲ 53.3 ▲ 33.3 ▲ 41.1 ▲ 41.1 ▲ 43.7 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ( ▲ 50.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 17.2 ▲ 9.6 ▲ 14.8 ▲ 10.3 ▲ 17.2 ( ▲ 14.8 )

サ ー ビ ス △ 29.4 △ 20.0 △ 12.5 △ 7.6 △ 23.0 △ 20.0 △ 20.0 ( △ 23.0 )

向こう３ヶ月（9月から11月）の先行き見通しについては、全産業では、▲10.5（前月水準▲16.4）とな
り、マイナス幅が△5.9ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲27.7(同▲
50.0)、建設業▲7.1（同▲17.6）であり、特に、製造業はマイナス幅が△22.3ポイントと大幅に縮小す
る見通しである。変らない見通しの業種は、建設業▲17.6(同▲17.6)である。プラス幅が縮小する見
通しの業種は、サービス業△20.0(同△23.0)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は卸小売
業▲17 2(同±14 8)である。



平成２１年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月～11月 ( 8月～10月 )

全　産　業 ▲ 46.0 ▲ 36.9 ▲ 37.6 ▲ 32.8 ▲ 39.7 ▲ 34.2 ▲ 26.3 ( ▲ 28.7 )

建　　　 設 ▲ 42.8 ▲ 50.0 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 41.1 ▲ 42.8 ▲ 28.5 ( ▲ 35.2 )

製　　　 造 ▲ 60.0 ▲ 33.3 ▲ 35.2 ▲ 41.1 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ( ▲ 31.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 36.6 ▲ 25.9 ▲ 24.1 ▲ 29.0 ▲ 37.0 ▲ 31.0 ▲ 24.1 ( ▲ 22.2 )

サ ー ビ ス ▲ 52.9 ▲ 46.6 ▲ 56.2 ▲ 46.1 ▲ 30.7 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ( ▲ 30.7 )



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 64.4 ▲ 23.6 ▲ 55.2 ▲ 32.8 ▲ 6.5 ▲ 15.7 ▲ 10.5 ▲ 10.5
建　　　設 ▲ 78.5 ▲ 57.1 ▲ 78.5 ▲ 57.1 △ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 14.2 ▲ 7.1
製　　　造 ▲ 72.2 ▲ 22.2 ▲ 72.2 ▲ 22.2 ▲ 22.2 ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 27.7
卸 ・小売 ▲ 51.7 ▲ 6.8 ▲ 34.4 ▲ 27.5 △ 10.3 ▲ 17.2 ▲ 10.3 ▲ 17.2
サービス ▲ 66.6 ▲ 26.6 ▲ 53.3 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 26.6 △ 20.0 △ 20.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 53.9 ▲ 34.2 ▲ 34.2 ▲ 26.3
建　　　設 ▲ 57.1 ▲ 50.0 ▲ 42.8 ▲ 28.5
製　　　造 ▲ 50.0 ▲ 22.2 ▲ 33.3 ▲ 22.2
卸 ・小売 ▲ 62.0 ▲ 37.9 ▲ 31.0 ▲ 24.1
サービス ▲ 40.0 ▲ 26.6 ▲ 33.3 ▲ 33.3

売上高 ）



【平成２１年8月の業種別業界内トピックス】
産業別 概 　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

公共工事の件数が少ない 公共工事減少 一般土木建築工事業
公共工事については、前倒しで出ているが、小規模工事が多い。民間工
事は景気が悪いため、どこの企業も設備投資を控えており、ほとんど無
い。衆議院選挙の結果で政権交代がされた場合、今後の公共事業につ
いて、減少されるかが不安である。

公共工事規模縮小
設備投資抑制
政権交代

土木工事業（舗装、しゅんせつを除く）

8月が当社の決算月で、なんとか赤字決算だけは避けたいところ。衆議院
の総選挙により、経済状況の変化があるのか、注目しているところです。

決算月
衆議院選挙

管工事業（さく井を除く）

設備投資の動きは出てきたが、相変わらず低価格で抑えられている。必
要最低限の設備でしのいでいる状態。

設備投資抑制 電気工事業

一部に売上の下げ止まりが見られるが、先が全く見通せない 売上下げ止り
先行き不透明

ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴム製品製造業

ユーザーにより若干の増加はあるが、メインのユーザーでの減少が厳し
い。

ユーザー減少 その他の鉄鋼業

9月より昇降機基準法改正により大手メーカーに有利になったため、中小
企業への申請認定の遅れ、対応の遅れ等により、新規受注が制限され、
八中に影響大。中小企業同業５３社で組合を組織し対応中。

昇降機基準法改正
新規受注への影響
組合組織

一般産業用機械設備製造業

増産のための設備投資を行う様子は同業者からも聞こえてこない。コスト
要求が厳しい状況での受注になっており、生き延びるためのぎりぎりの状
態が続いている。多くの関係業者も、継続して雇用調整助成金を利用。

設備投資制限
コスト要求
厳しい業況
雇用調整助成金

その他の機械・同部分品製造業

生コンクリートのJIS改正が来年4月に有り、多額の設備投資が必要にな
る見込み。収益が悪化しているときに追い打ちをかけられる状況。このこ
とを契機に全国的に廃業の動きが見られる。

設備投資
収益悪化

生コンクリート製造業

今夏の中元期を経て、大きな消費力を持っていた「団塊世代」の変化を痛
感した。現役であった頃から比べると、中元ギフトの件数が激減している
ように思われ、当然と言えば当然だが、特に目立っていたように思う。逆
にその分を家族や自分たちの楽しみに使うという方向に行っているので
はないか。景況の悪さにより消費はより内向きになっていると痛感する。

団塊世代
中元商品減少
購買意欲低迷
景況悪化
消費の内向き

百貨店

新型インフルエンザの罹患急増が心配です。 新型インフルエンザ 各種食料品小売業
今年の夏は日照不足に伴い、主要野菜の入荷減単価高となっている。果
実は総体的には入荷平年並みだが、単価安の動きで取引。盛夏と違い、
食物の選択に異変があり、景気低迷と合わせて、消費者の購買意欲もま
だまだ低迷を続いており、また新型インフルエンザが心配される中、食に
も気を使いながら、少量の満足感で動いている感がある。

日照不足
野菜入荷減単価高
購買意欲低迷
新型インフルエンザ

食料・飲料卸売業

タスポ効果も6月までで前月より対前年同月比で売上減少。ただし客数は
減っていない。商品価格値下げの影響が出ている。

タスポ効果
売上減少
客数横ばい
価格値下げ

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のも
の）

訪問販売の影響で市況の乱れはすさまじいが、昨年の天井知らずの値
上がりを思えば、薄利ではあるが精神的には落ち着ける。頑張らなくて
は。

訪問販売
市況の乱れ

燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

販売価格の下落、来街者の減少、消費者の買い控え、さらには天候不順
に見舞われ、売上不振である。

販売価格下落
買い控え
売上不振

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のも
の）

8月度はイベント開催をしたため、入店客数は前年を大きく上回る推移と
なったが、冷夏の影響を受けた衣料品が伸び悩んだことから、売上高は
前年を下回る推移となった。週末は集客イベントが好評で集客がはかれ
たことから、売上にもつながった。中旬以降お買い上げ抽選会が終了した
こともあり、売上高は低調な推移となっている。月末にかけても週末イベ
ントを開催することから、接客を強化して売上に繋げていく。

集客イベント
冷夏
衣料品不振
売上高低調
接客強化

各種商品小売業

夏休み1000円高速代の影響か、遠出する人が増えて客数が落ちた ETC割引
車の客数減少

書籍・文房具小売業

建設

工業

卸小売
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【平成２１年8月の業種別業界内トピックス】
車でも来客数が減少している。予約客が中心でフリー客が減っている。
ファミリー動向が多い時期なので、女性客が減少している。

車の客数減少
フリー客減少
女性客減少
ファミリー動向

食堂・レストラン

宿泊は依然ビジネス客が低調。9月の予約率で復調の兆し有り。宴会に
ついても企業利用が低調。9月の予約で復調の兆し有り。但し売上につい
ては単価減の影響から低調が続く。経費の見直しを続行し、利益確保を
図る。

宿泊低調
企業利用減少
経費見直し

ホテル

個人の消費額が減少し、客単価が下がっている。（10%程度） 個人消費減少
客単価低下

公衆浴場業

宴会等予約のお客様が無い時に従業員の出勤を控えさせたが、当日急
きょ予約が入り、困ったことが今月はあった。宴会客単価は下がってし
まっている。売り上げは下げ止まり、回復傾向にあるので、次月に期待し

出勤調整
客単価低下

酒場・ビヤホール

サービス
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・ 今夏の中元期を経て、大きな消費力を持っていた「団塊世代」の変化を痛感
した。現役であった頃から比べると、中元ギフトの件数が激減しているように
思われ、当然と言えば当然だが、特に目立っていたように思う。逆にその分
を家族や自分たちの楽しみに使うという方向に行っているのではないか。景
況の悪さにより消費はより内向きになっていると痛感する。

百貨店 

・ 今年の夏は日照不足に伴い、主要野菜の入荷減単価高となっている。果実
は総体的には入荷平年並みだが、単価安の動きで取引。盛夏と違い、食物
の選択に異変があり、景気低迷と合わせて、消費者の購買意欲もまだまだ
低迷を続いており、また新型インフルエンザが心配される中、食にも気を使
いながら、少量の満足感で動いている感がある。

食料・飲料卸売業

・ 販売価格の下落、来街者の減少、消費者の買い控え、さらには天候不順に
見舞われ、売上不振である。

その他の各種商品小売業

・ 個人の消費額が減少し、客単価が下がっている。（10%程度） 公衆浴場業

・ 公共工事については、前倒しで出ているが、小規模工事が多い。民間工事
は景気が悪いため、どこの企業も設備投資を控えており、ほとんど無い。衆
議院選挙の結果で政権交代がされた場合、今後の公共事業について、減少
されるかが不安である。

土木工事業

・ 設備投資の動きは出てきたが、相変わらず低価格で抑えられている。必要
最低限の設備でしのいでいる状態。

電気工事業

・ 増産のための設備投資を行う様子は同業者からも聞こえてこない。コスト要
求が厳しい状況での受注になっており、生き延びるためのぎりぎりの状態が
続いている。多くの関係業者も、継続して雇用調整助成金を利用。

その他の機械・同部分品製造業

・ 生コンクリートのJIS改正が来年4月に有り、多額の設備投資が必要になる見
込み。収益が悪化しているときに追い打ちをかけられる状況。このことを契
機に全国的に廃業の動きが見られる。

生コンクリート製造業

・ タスポ効果も6月までで前月より対前年同月比で売上減少。ただし客数は
減っていない。商品価格値下げの影響が出ている。

その他の各種商品小売業

・ 冷夏の影響を受けた衣料品が伸び悩んだことから、売上高は前年を下回る
推移となった。

各種商品小売業

・ 但し売上については単価減の影響から低調が続く。経費の見直しを続行し、
利益確保を図る。

ホテル

◎売上不振

◎設備投資

◎購買意欲低迷
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　【資金繰りＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲34.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲39.9で、
柏の方がマイナス幅が5.7ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種
においてよくなっており、製造業は10ポイント以上良い。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲55.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲57.0で、
柏の方がマイナス幅が1.8ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、
卸小売業で、10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は建設業・
製造業。サービス業で、建設業・製造業は10ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲6.5に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲10.5で、柏
の方がマイナス幅が4.0ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は建
設業・卸小売業であり、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が
悪い業種は、製造業・サービス業でいずれも10ポイント以上悪い。

平成２１年８月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲53.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲59.6で、
柏の方がマイナス幅が5.7ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、
製造業・サービス業で、いずれもマイナス幅が10ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種は、建設業・卸小売業。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲64.4に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲57.9で、
柏の方がマイナス幅が6.5ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、
卸小売業「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製造業・サービス業で、
建設業、サービス業は10ポイント以上悪い。

　【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲10.5に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲19.4で、
柏の方がマイナス幅が8.9ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業・卸小売業・サービス業で、建設業・サービス業は10ポイント以上良
い。「柏の景気」の方が悪い業種は製造業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 53.9 ▲ 57.1 ▲ 50.0 ▲ 62.0 ▲ 40.0

▲ 59.6 ▲ 56.3 ▲ 62.9 ▲ 60.7 ▲ 56.3

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 64.4 ▲ 78.5 ▲ 72.2 ▲ 51.7 ▲ 66.6

▲ 57.9 ▲ 52.0 ▲ 62.6 ▲ 61.4 ▲ 52.7

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 55.2 ▲ 78.5 ▲ 72.2 ▲ 34.4 ▲ 53.3

▲ 57.0 ▲ 56.8 ▲ 61.8 ▲ 57.7 ▲ 52.4

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 6.5 △ 7.1 ▲ 22.2 △ 10.3 ▲ 33.3

▲ 10.5 ▲ 16.8 ▲ 6.1 ▲ 6.9 ▲ 19.4

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.5 ▲ 14.2 ▲ 33.3 ▲ 10.3 △ 20.0

▲ 19.4 ▲ 25.4 ▲ 29.2 ▲ 13.3 ▲ 12.3

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 34.2 ▲ 42.8 ▲ 33.3 ▲ 31.0 ▲ 33.3

▲ 39.9 ▲ 43.6 ▲ 48.7 ▲ 35.9 ▲ 33.4

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

平成２１年８月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成21年8月18日～24日 
 
調査対象：全国の407商工会議所が2589業種
     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（８月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
依
然
厳
し
い
水

準
な
が
ら
マ
イ
ナ
ス
幅
は
６
カ
月

連
続
で
縮
小 

 

８
月
の
景
況
を
み
る
と
、全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
５
９
．
６

と
、
前
月
に
比
べ
＋
４
．
０
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
、６
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ

ス
幅
が
縮
小
し
た
。
し
か
し
、
マ
イ

ナ
ス
幅
の
縮
小
は
、
業
況
判
断
が

「
悪
化
」
か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
更

が
主
因
で
あ
り
、実
態
は
低
水
準
の

横
ば
い
状
態
が
続
い
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
産
業
別
に
み
る
と
、
Ｄ
Ｉ

値
の
マ
イ
ナ
ス
幅
は
、す
べ
て
の
業

種
で
縮
小
し
た
。 

 

景
気
に
関
す
る
声
、当
面
す
る

問
題
と
し
て
は
、
各
地
か
ら
は
、
公

共
工
事
に
つ
い
て
は
、前
倒
し
発
注

の
効
果
が
出
て
き
て
い
る
一
方
で
、

下
請
け
の
多
い
中
小
・
零
細
企
業
へ

の
波
及
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い

と
の
声
が
多
い
。
ま
た
、
競
争
激
化

に
よ
る
低
価
格
受
注
や
販
売
単
価

の
低
下
を
訴
え
る
声
が
か
な
り
多

い
ほ
か
、
駿
河
湾
の
地
震
、
大
雨
な

ど
の
外
的
要
因
に
よ
る
消
費
へ
の

悪
影
響
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。先
行
き
に
つ
い
て

は
、雇
用
情
勢
の
悪
化
や
設
備
投
資

の
減
退
な
ど
需
要
低
迷
が
続
き
、売

上
の
長
期
停
滞
か
ら
、継
続
的
な
資

金
繰
り
が
限
界
に
達
し
、借
入
金
の

返
済
や
新
規
借
入
れ
が
困
難
な
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
の
声
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
以
降
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡

大
に
よ
る
景
気
の
下
振
れ
を
懸
念

す
る
声
も
強
い
。 

 

【
建
設
業
】「
公
共
工
事
の
前
倒
し
効
果

が
あ
り
、
現
在
、
発
注
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
い
る
」（
一
般
工
事
業
）、「
公
共

工
事
前
倒
し
効
果
で
売
上
は
回
復
基
調

に
あ
る
が
、
競
争
が
激
し
く
収
益
性
の

向
上
が
見
込
め
な
い
」（
土
木
工
事

業
）、「
住
宅
着
工
数
は
前
年
度
よ
り
４

〜
５
％
程
度
落
ち
込
み
、
厳
し
い
状
況
」

（
建
築
工
事
業
） 

【
製
造
業
】「
家
電
部
品
製
造
関
連
で

は
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
影
響
に
よ

る
冷
蔵
庫
の
買
換
需
要
が
あ
り
順
調
に

推
移
」（
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
）、

「
経
済
対
策
の
効
果
で
小
型
車
が
好

調
。
売
上
は
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ
る
。

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
今
の
時
点
で
は

考
え
ら
れ
な
い
」（
金
属
加
工
機
械
製

造
業
）、「
操
業
時
間
調
整
が
継
続
中

で
、
雇
用
環
境
も
厳
し
い
」（
一
般
産
業

用
機
械
製
造
業
） 

【
卸
売
業
】「
低
価
格
製
品
の
売
上
が
多

く
な
っ
て
い
る
」（
各
種
商
品
卸
売

業
）、「
地
震
に
よ
る
東
名
高
速
道
路
閉

鎖
の
影
響
で
売
上
減
」（
農
畜
産
水
産

物
卸
売
業
）、「
売
上
は
前
月
比
で
横
ば

い
（
Ｌ
字
）
と
低
水
準
が
続
く
」（
鉱
物

金
属
材
料
卸
売
業
） 

【
小
売
業
】「
高
速
道
路
料
金
値
下
げ
の

影
響
に
よ
り
お
盆
期
間
は
お
土
産
関
連

の
売
上
が
２
桁
ア
ッ
プ
し
た
」（
百
貨

店
）、「
天
候
不
順
で
苦
し
い
夏
商
戦
」

（
そ
の
他
の
小
売
業
）、「
資
金
を
借
り

た
く
て
も
返
す
あ
て
が
な
い
状
況
」

（
商
店
街
） 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
料
金

値
下
げ
効
果
が
あ
っ
た
が
、
客
単
価
は

低
い
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）、「
天
候

不
順
の
影
響
に
よ
り
売
上
減
少
。
野
菜

類
の
仕
入
れ
単
価
も
上
昇
」（
他
の
一

般
飲
食
店
）、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
利
用
者
が
減
少
し
た
」（
旅

館
） 

 

八
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

○
雇
用
情
勢
の
悪
化 

 

依
然
低
調
な
受
注
、
売
上
な
ど
業
況

悪
化
の
影
響
か
ら
、
雇
用
の
過
剰
感
に

関
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
製
造

業
か
ら
は
、「
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
従

業
員
の
過
剰
状
態
が
続
い
て
い
る
」

（
赤
穂
・
金
属
加
工
機
械
製
造
業
）、

「
操
業
時
間
調
整
が
継
続
中
で
、
雇
用

環
境
も
厳
し
い
」（
新
居
浜
・
一
般
産
業

用
機
械
製
造
業
）、「
求
人
を
予
定
す
る

企
業
が
激
減
」（
唐
津
・
そ
の
他
の
機
械

製
造
業
）、「
稼
働
日
は
週
３
日
と
休
業

日
が
増
加
」（
豊
橋
・
自
動
車
・
同
附
属

品
製
造
業
）、「
民
間
航
空
機
関
係
は
受

注
が
減
少
し
、
採
算
は
厳
し
い
状
況
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
雇
用
の
過
剰
が
大
き

な
問
題
」（
各
務
原
・
他
の
輸
送
用
機
器

具
製
造
業
）、
小
売
業
か
ら
は
、「
営
業

時
間
を
短
縮
す
る
店
が
増
え
た
」（
福

山
・
商
店
街
）、
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
は
、

「
受
注
契
約
価
格
は
下
が
っ
て
も
顧
客

を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
従
業
員
の

質
の
向
上
の
た
め
今
ま
で
以
上
に
研
修

会
等
を
開
き
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
キ

ル
の
ア
ッ
プ
に
尽
力
」（
京
都
・
建
物
サ

ー
ビ
ス
業
）「
６
月
に
申
請
し
た
雇
用

調
整
助
成
金
の
入
金
を
待
ち
構
え
て
い

る
」（
深
谷
・
旅
館
）
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。 

 

○
経
済
対
策
の
効
果 

 

公
共
工
事
の
前
倒
し
、
環
境
対
応
車

の
購
入
助
成
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な

ど
政
府
が
打
ち
出
し
た
経
済
対
策
の
効

果
を
指
摘
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
建
設
業
か
ら
は
、「
公
共
工
事
の
前

倒
し
発
注
が
多
く
な
っ
た
」（
倉
吉
・
一

般
工
事
業
）、「
公
共
工
事
は
一
部
発
注

が
出
始
め
た
が
依
然
低
調
」（
柳
井
・
建

築
工
事
業
）、「
経
済
対
策
の
効
果
が

徐
々
に
出
始
め
て
い
る
」（
岩
見
沢
・
建

築
工
事
業
）、
製
造
業
か
ら
は
、「
高
速

道
路
料
金
値
下
げ
効
果
で
、
売
上
は
増

加
傾
向
」（
水
戸
・
パ
ン
・
菓
子
製
造

業
）、「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
影
響
で

売
上
に
回
復
の
兆
し
」（
さ
い
た
ま
・
ブ

リ
キ
缶
等
製
造
業
）、
小
売
業
か
ら
は
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
波
及
効
果
を

期
待
」（
横
須
賀
・
商
店
街
）、「
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
影
響
で
家
電
の
販
売
が

好
調
」（
新
宮
・
商
店
街
）
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

 

一
方
、「
公
共
工
事
の
早
期
発
注
に

期
待
」（
徳
島
・
一
般
工
事
業
）、「
公
共

工
事
が
ま
っ
た
く
な
い
」（
直
方
・
一
般

工
事
業
）
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。 

 

○
広
が
る
低
価
格
化 

 

採
算
を
度
外
視
し
た
か
の
よ
う
な
低

価
格
受
注
や
販
売
単
価
の
低
下
等
に
つ

い
て
訴
え
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

建
設
業
か
ら
は
、「
低
価
格
入
札
が
続

き
厳
し
い
状
況
」（
札
幌
・
一
般
工
事

業
）、
製
造
業
か
ら
は
、「
低
価
格
志
向

が
進
ん
で
い
る
が
製
造
コ
ス
ト
は
変
わ

ら
な
い
た
め
下
請
け
に
そ
の
し
わ
寄
せ

が
き
て
い
る
」（
酒
田
・
織
物
外
衣
製
造

業
）、「
若
者
向
け
の
低
価
格
住
宅
が
建
ち

始
め
、
地
元
業
者
が
苦
戦
」（
山
形
・
製
材

木
製
品
製
造
業
）、
小
売
業
か
ら
は
、「
通

常
価
格
よ
り
相
当
低
い
価
格
で
販
売
し
て

い
る
が
売
れ
な
い
。
必
要
な
も
の
し
か
買

わ
な
い
と
い
う
消
費
行
動
が
目
に
付
く
」

（
札
幌
・
百
貨
店
）、「
消
費
者
の
節
約
志

向
が
強
ま
り
衣
料
品
や
高
額
商
品
の
売
上

が
不
振
」（
豊
橋
・
百
貨
店
）、「
客
単
価
の

ダ
ウ
ン
が
続
い
て
い
る
。
夏
期
（
繁
忙
期
）

に
よ
る
値
上
げ
は
通
じ
な
い
」（
銚
子
・
旅

館
）
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
３月  72.8  72.1  73.5  70.5  75.5  70.2
４月  70.4  70.9  74.4  66.7  70.9  66.9
５月  65.7  71.6  69.1  66.2  66.2  57.7
６月  64.2  66.7  70.6  61.8  63.4  57.3
７月  63.6  61.2  65.7  65.5  65.1  60.3
８月  59.6  56.3  62.9  61.1  60.7  56.3
見通し  46.3  46.9  42.5  45.8  50.2  45.4

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


